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2025 年度要員計画で業務委員会開催 
４月 23 日、地本は支社と業務委員会を開催し、2025 年度要員計画、連動装置取替に

伴う島田駅の業務体制見直しについて、サポートつき指定席券売機の設置に伴う駅営業

体制の見直し等について説明を受け議論しました。内容は以下のとおりです。 

【会社説明】 

１．２０２５年度初要員数について・・・資料参照 

２．２０２５年度要員計画について 

（１）システム化・省力化等・・・資料参照 

・お客様サポートサービスの導入に伴う駅営業体制の見直しを行う。実施時期６月で、

富士川駅△５、吉原駅△３要員減となる。 

・島田駅連動装置取替に伴う駅の業務執行体制の見直しを行う。実施時期１０月を予定

し、島田駅△３要員減となる。 

・サポートつき指定席券売機の設置に伴う駅営業体制の見直しを行う。実施時期 2026

年３月で三島駅△３、沼津駅△１要員減となる。 

・沼津・浜松派出で実施している仕業検査を静岡車両区（本区）で実施することに伴う

車両区派出の統合を行う。実施時期は 2026 年 3 月を予定し要員効果は別途示す。 

（２）出向計画について・・・資料参照 

（３）採用及び退職・専任社員について・・・資料参照 

（４）乗務員養成等について・・・資料参照 

 

組合：車掌養成が 30 人となっているが、昨年は 40 人だった。減少の理由は何か。 

会社：とくにこれといってあるわけではない。要員の需給状況とか養成の対象数、研 

   修センターや職場の能力等をふまえての数となっている。 

組合：島田駅連動装置取替は１０月のいつからになるのか。 

会社：１０月１２日翌日で調整している。 

組合：乗務員の線見訓練は実施しないのか。 

会社：線見は行わない。豊橋のときも行っていない。 

組合：動画等も活用し乗務員に変更点をしっかりと周知すること。 

組合：要員について、男性社員の育休などを考慮しているのか。年休が入らないこと 

に影響しているのではないか。 

会社：育児休職や長期の病欠などの可能性を考慮して、業務遂行に必要な人員を適切 

   に措置しているという認識であるが、当事者から管理者に早めに伝えてもらえる

ようなコミュニケーションを促していきたい。                                       
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